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問
合
先
久
々
野
支
所
地
域
振
興
課

52-

3
1
1
1

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
小
綬
章（
産
業
振
興
功
労
）

旭
日
単
光
章（
土
地
改
良
事
業
功
労
）

瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

瑞
宝
単
光
章（
社
会
福
祉
功
労
）

瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

　

11
月
3
日
に
発
令
さ
れ
た
叙

勲
で
、
市
内
で
は
5
人
の
み
な

さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

叙勲

蓑
みの

谷
たに

 穆
たかし

さん（76）
上一之町

長
なが

瀬
せ

一
かず

雄
お

さん（74）
上野町

大
おお

溝
みぞ

政
まさ

行
ゆき

さん（64）
山田町

丸
まる

山
やま

高
たか

司
し

さん（66）
高根町中洞

楢
なら

谷
たに

良
りょう

平
へい

さん（77）
上一之町

火山噴火から
身を守れ
焼岳噴火を想定して県内初の防災訓練
　焼岳の噴火を想定した高山市火山噴火防災訓練
が 11月2日、奥飛驒温泉郷地域で行われ、地元町
内会や消防団、岐阜地方気象台など 33団体730
人が参加し、情報収集や避難活動、ヘリコプターを
使った観測など各種訓練をしました。
　火山噴火を想定した訓練は県内で初めての取組
みということもあり、参加者は真剣に取り組みました。
　また当日は、「焼岳に見られる火山活動の特質とそ
の予知について」と題して、火山噴火研究の第一人
者である三

み

宅
やけ

康
やす

幸
ゆき

信州大学教授の講演会も開催。
参加者は火山に対する理解を深めました。

問合先 企画課
235-3131

ヘリコプターを使った観測訓練に参加した町内会
のみなさん（奥飛驒温泉郷村上）

錦
織
る
秋
の
里
を

錦
織
る
秋
の
里
を

ま
る
か
じ
り

ま
る
か
じ
り

　

市
南
部
地
域（
一
之
宮
・
久
々

野
・
朝
日
・
高
根
）の
名
所
を

め
ぐ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
10

月
26
日
に
行
わ
れ
、
40
名
の
ツ

ア
ー
客
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
4
地
域
の
観

光
関
連
団
体
な
ど
で
組
織
す
る

「
高
山
南
広
域
観
光
振
興
会

議
」が
開
催
し
た
も
の
で
、
今
春

に
引
き
続
き
今
回
で
2
回
目
。

　

当
日
は
、
飛
驒
御
嶽
高
原
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
や
、

千
町
牧
場
、
秋
神
高
原
の
散
策

の
ほ
か
、
食
べ
頃
を
迎
え
た
リ

ン
ゴ
の
収
穫
、
宮
笠
づ
く
り
の

実
演
見
学
と
簡
単
な
体
験
な
ど

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

秋
雨
降
る
あ
い
に
く
の
空
模

様
で
し
た
が
、
紅
葉
の
美
し
さ

に
参
加
者
は
大
満
足
の
様
子
で

し
た
。

収穫したリンゴはその場でいただきました
（久々野地域）

“ひで”と呼ばれる木片を編み上げる宮笠の実演
（一之宮地域）

 

●
高
山
市
南
部
地
区
秋
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー


